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令和２年度医薬品販売制度実態把握調査結果について 

 

厚生労働省では、薬局・店舗販売業が医薬品の販売に際し、店舗やインターネット

で消費者に適切に説明を行っているかどうか等についての調査を平成 21 年度から毎

年度行っています。平成 26 年度からは、一般用医薬品のインターネットでの販売状

況や要指導医薬品の店舗での販売状況を含めて調査を行っており、今般、令和２年度

の調査結果を取りまとめましたので、別添のとおりお知らせします。 

今回の調査では、店舗での販売においては、前回に比べて全体的に改善されている

ものの、前回の調査で遵守率が低かった項目である「第一類医薬品の情報提供を行っ

たうち、文書による情報提供の有無」や「濫用等のおそれのある医薬品を複数購入し

ようとしたときの対応」に関しては、依然として他の項目より低い割合となっている

ので、これらの項目の更なる遵守率の向上も含め販売ルールの徹底が必要です。 

インターネットでの販売においては、例年遵守率の低い項目である「濫用等のおそ

れのある医薬品を複数購入しようとしたときの対応が適切であった」の割合は、前回

から改善したものの、依然として他の項目より低い割合となっているので、店舗での

販売と同様に販売ルールの徹底が必要です。 

ついては、今回の調査で遵守率が不十分であった項目等を中心に監視指導の強化を

行うとともに、販売に従事する薬剤師、登録販売者の資質向上に係る研修等について

周知徹底いただくなど、より一層の医薬品販売制度の遵守徹底に向けた対応をお願い

します。 


